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今月の内容

P2 ～ 3	 新年村長あいさつ
P4～ 5	 きたしおばらトピックス
P6	 税について考える
	 燃料高騰対策支援クーポン券について
P7	 地域の笑顔を守る消防団
P8～ 9	 生涯学習だより

P10	 健康通信
P11	 裏磐梯診療所からのお知らせ
	 食改さんのお役立ちレシピ
P12 ～ 13	お知らせ
P14	 ジオパーク通信・自然コラム

北塩原村を代表する湖「桧原湖」
その正しい形や位置が分かるかな！？
地図に描かれた湖や道路、名所をヒン
トに桧原湖を描いてみよう！

※答えはP７にあります。
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新
年
の
ご
挨
拶

北
塩
原
村
長

　

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
令
和
２

年
か
ら
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、
昨
年
５
月

８
日
か
ら
感
染
法
上
の
位
置
づ
け
が
５

類
感
染
症
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
様
々

な
制
限
が
解
か
れ
、
通
常
の
生
活
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
出
来
な
か
っ

た
、「
桧
原
湖
一
周
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
イ

ク
リ
ン
グ
大
会
」、「
裏
磐
梯
火
の
山
ま

つ
り
」、「
会
津
米
沢
街
道
歴
史
ウ
ォ
ー

ク
」
の
通
常
開
催
、
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大

会
や
敬
老
会
の
開
催
な
ど
、
４
年
ぶ
り

に
再
開
と
な
る
事
業
が
多
く
行
わ
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
徐
々
に
戻
り
、

村
内
に
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
全
国
的
な
異
常
気
象
と
な

り
、
猛
暑
に
よ
る
高
温
障
害
で
、
本
村

に
お
い
て
も
コ
メ
の
等
級
の
低
下
が
あ

り
、
収
穫
量
が
減
少
す
る
な
ど
、
一
部

の
農
家
に
被
害
等
の
影
響
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

観
光
分
野
で
は
、
裏
磐
梯
猫
魔
ス

キ
ー
場
が
ア
ル
ツ
磐
梯
と
連
結
を
し
た

こ
と
よ
り
新
た
に
ネ
コ
マ
マ
ウ
ン
テ
ン

が
誕
生
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、

国
内
で
も
最
大
級
の
ス
キ
ー
エ
リ
ア
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
磐
梯
町
、
会
津
若

松
市
と
の
連
携
に
よ
り
磐
梯
山
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
や
、
冬
季
観
光
消
費

の
拡
大
、
滞
在
期
間
の
長
期
化
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
今
後
は
ウ
ィ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
か

ら
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
へ
の
誘
導
対
策

を
講
じ
な
が
ら
、
年
間
を
通
し
た
観
光

誘
客
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
裏
磐
梯
と
猪
苗
代
駅
を
結
ぶ
バ
ス

路
線
「
猪
苗
代
線
」
が
、
令
和
５
年
９

月
30
日
を
も
っ
て
磐
梯
東
都
バ
ス
に
よ

る
運
行
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
が
、
本
村
と
猪
苗
代
町
に
よ
り
財

政
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
10
月
１
日
か

ら
会
津
乗
合
自
動
車
が
事
業
を
引
き
継

ぎ
、
隙
間
な
く
運
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昨
年
10
月
、
村
長
就
任
以

来
初
め
て
と
な
る
村
政
懇
談
会
を
、
全

村
民
を
対
象
に
各
地
区
で
開
催
し
、
懇

談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
加
速
す
る
人
口
減
少
へ
の
対
策
」

に
つ
い
て
、
村
民
の
皆
様
に
対
し
村
の

方
針
の
説
明
を
さ
せ
て
頂
き
、
出
席
さ

れ
ま
し
た
村
民
の
皆
様
か
ら
、
人
口
減

少
対
策
や
地
区
の
課
題
な
ど
に
係
る
貴

重
な
ご
意
見
や
提
案
を
頂
戴
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

温
泉
健
康
増
進
施
設
「
ラ
ビ
ス
パ
裏

磐
梯
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
令
和
４
年

１
月
か
ら
プ
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
利
用
を
休

止
し
、
大
規
模
改
修
工
事
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
村

の
現
状
を
総
合
的
に
判
断
し
、
こ
の
度

「
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
」
を
、
本
年
１
月

31
日
に
営
業
を
停
止
し
、
３
月
31
日
に

廃
止
を
し
た
い
と
い
う
方
針
を
、
昨
年

12
月
の
議
会
全
員
協
議
会
で
ご
説
明
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
は
そ
れ
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
村
制
施
行
70
周
年
の

記
念
の
年
で
す
。
ま
た
、
東
京
都
杉
並

区
ま
る
ご
と
保
養
地
協
定
締
結
か
ら
20

年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
節
目
の
年
に
当
た
り
、

本
村
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
産
業
の

振
興
や
村
民
生
活
の
向
上
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
と
も
に
、
人
口
減
少
対

策
と
し
て
の
、「
子
育
て
対
策
の
充
実
」、

「
住
環
境
の
向
上
・
福
祉
の
充
実
」、「
観

光
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
」
を
図
り

ま
す
。

　

そ
し
て
村
で
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
の

声
に
耳
を
傾
け
、
村
民
が
輝
き
、
村
民

が
誇
れ
る
村
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
多

き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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【
人
口
減
少
対
策
】

　

若
者
定
住
住
宅
の
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
住
宅
団
地
、
村
の
駅
構
想
に
よ

り
、
若
者
世
代
・
子
育
て
世
代
の
住
ま

い
事
情
を
解
消
し
、
移
住
・
定
住
を
促

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
住
ま
い
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

事
業
」
を
は
じ
め
と
し
た
空
き
家
対
策

事
業
や
、
魅
力
的
な
生
活
環
境
の
整

備
、
中
長
期
的
な
移
住
伴
走
支
援
、
定

住
自
立
圏
域
と
の
連
携
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を

図
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て

ま
い
り
ま
す
。

【
商
工
観
光
業
】

　

観
光
経
済
再
生
に
向
け
、
都
市
部
か

ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
に
対
応
し
た

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
引
き
続
き
推

進
し
、
裏
磐
梯
が
有
す
る
自
然
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
観
光
誘
客
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
ふ
く
し
ま
グ
リ
ー
ン
復
興
構
想
な

ど
国
県
と
連
携
し
た
観
光
振
興
、
国
立

公
園
施
設
整
備
を
進
め
、
滞
在
型
観
光

に
よ
り
地
域
全
体
に
経
済
効
果
が
波
及

す
る
よ
う
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
農
林
漁
業
】

　

会
津
盆
地
に
広
が
る
田
園
風
景
や
豊

か
な
農
地
を
守
る
た
め
、
日
本
型
直
接

支
払
制
度
の
促
進
や
、
新
規
就
農
者
支

援
を
進
め
、
営
農
環
境
向
上
に
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
や
関
係
人
口

の
増
加
に
よ
る
村
の
活
性
化
を
促
進
し

ま
す
。

　

全
国
的
に
も
被
害
が
拡
大
し
て
い
る

有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、
引
き
続
き
環

境
整
備
す
る
と
と
も
に
、
集
落
主
体
の

被
害
対
策
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
子
育
て
・
教
育
】

　

村
が
誇
る
裏
磐
梯
の
自
然
や
、「
柏

木
城
跡
」
等
の
歴
史
資
産
を
組
み
合
わ

せ
、
村
の
特
色
あ
る
教
育
に
向
け
て
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

基
づ
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
更
な
る
促
進
や

学
校
給
食
無
料
化
な
ど
、
継
続
的
な
学

習
支
援
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
気

軽
に
相
談
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

【
防
災
・
減
災
】

　

令
和
４
年
８
月
豪
雨
災
害
へ
の
復
旧

を
完
了
さ
せ
る
と
と
も
に
、
頻
発
化
・

激
甚
化
す
る
災
害
に
備
え
、
村
民
生
活

の
安
全
と
安
心
の
た
め
、
地
元
企
業
や

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
防
災
体
制
を
一

層
強
化
し
、
事
前
防
災
・
減
災
に
向
け

た
安
全
対
策
を
さ
ら
に
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。

【
健
康
と
福
祉
】

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
、
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
主
と
す
る
保
健

事
業
を
介
護
予
防
と
一
体
的
に
行
う
と

と
も
に
、
若
い
世
代
に
あ
っ
て
も
特
定

健
診
の
受
診
促
進
な
ど
に
よ
り
重
症
化

予
防
へ
の
取
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
の
維
持
確
保
と
利

便
性
の
向
上
を
図
り
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
行
財
政
】

　

納
税
の
公
平
・
公
正
の
視
点
に
た
ち
、

滞
納
額
の
解
消
に
向
け
、
引
き
続
き
滞

納
者
に
対
す
る
徴
収
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
見
直
し
や
、
公

有
財
産
の
効
果
的
な
利
活
用
を
図
る
と

と
も
に
、
効
率
的
な
行
政
運
営
な
ど
に

よ
り
、
財
政
支
出
を
縮
小
す
る
な
ど
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
、
役
場
機
能
を
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

本
村
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
引

き
続
き
「
北
塩
原
村
は
ワ
ン
チ
ー
ム
」

「
み
ん
な
で
考
え
・
み
ん
な
で
前
へ
」

を
旗
印
と
し
て
、
自
然
・
文
化
・
人
を

活
か
す
こ
と
を
掲
げ
、
将
来
を
見
据
え

た
村
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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きたしおばらトピックス

12月５日（火） 献血へのご協力ありがとうございました
　今年２回目の献血実施に地域住民や村内在勤者等の多くの方にご協力いただき、本当
にありがとうございました。
　今年度は 76名の方に献血にご協力いただき、年間 56人という福島県の目標数を達
成しました。来年度も引き続き献血へのご協力をお願いします。

12月５日（火） なりすまし詐欺未然防止マイスター事業所認定報告
　セブンイレブン裏磐梯店は１年間に２回なりすまし詐欺を未然
に防いだとして、県警察本部より「なりすまし詐欺未然防止マイ
スター事業所」に認定されました。
　オーナーの伊関さんが村長室を訪れ、遠藤村長に認定を報告。
伊関さんは「自分は詐欺に遭わないと思う方ほど、被害に遭うリ
スクがある。」と傾向を話しました。
　多発する詐欺被害にあわないよう、怪しい電話や訪問があった
ら、家族や警察、役場へすぐに相談しましょう。

12月５日(火) 椛木湖
れ の ん

音さんバトミントン全国大会出場報告会
　裏磐梯小学校６年生の椛木湖音さん（剣ケ峯）が、村長室を訪
問し、12月 22日（金）～ 26日（火）に沖縄県那覇市で開催さ
れた「第 32回全国小学生バトミントン大会」への出場を報告し
ました。
　椛木さんは「福島県代表として頑張ります。」と意気込みを語り、
遠藤村長は「日々の練習に励み、全国大会という大舞台での活躍
を期待しています。」と言葉をかけ、激励金を手渡しました。
※�椛木さんは、都道府県対抗団体戦の福島県代表チームとして出
場されました。

献血協力者数

５月 50 名

12 月 26 名

合計 76 名日赤県支部長銀枠感謝状受賞

▲北塩原村立第一中学校 ▲喜多方地方広域市町村圏組合消防本部
喜多方消防署北塩原分署　　　　　

　過去５年間に献血にご協力くださいました「北塩原村立第一中学校」及び「喜多方地方
広域市町村圏組合消防本部喜多方消防署北塩原分署」に日本赤十字社福島県支部長銀枠感
謝状が贈られました。長年にわたり社会貢献活動にご尽力いただきありがとうございます。
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きたしおばらトピックス

12月８日（金） 議長としての永年の功績で総務大臣表彰を受賞
　町村議会の議長として、永年にわたり公正な議会運営に務めら
れました小椋眞議員が、在職中の功績により総務大臣より表彰を
受けられました。
　12月村議会定例会開会前に、五十嵐善清議長より表彰状が伝
達されました。

12月21日（木）固定資産評価審査委員会の委員に小枝俊邦さんを再任
　12月村議会定例会において、固定資産評価審査委員会委員の
選任に小枝俊邦さん（下吉）が同意され、村長より辞令が交付さ
れました。
　任期は、令和５年 12月 24日から３年間で、９期目となります。
ますますのご活躍が期待されます。

１月４日（木） 初顔合わせ２０２４
　村コミュニティセンターホールにおいて初顔合わせ２０２４を
開催しました。
　遠藤村長は、「村民の皆さまの声に耳を傾け、村民が輝き、村
民が誇れる村づくりを進めてまいります。」と年頭の挨拶を述べ
ました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で中止していた「鏡開き」も
４年ぶりに行われ、出席者は今年一年の抱負や目標について語り
合い、飛躍を誓いました。

１月６日（土） 村消防団出初め式
　村消防団出初め式が行われ、消防団員及び女性消防隊など約
100名が参加しました。
　役場本庁前での閲団式、分列行進に続き、村民体育館で行われ
た出初め式では、大橋団長が「村民の生命・財産を守るために、
力を遺憾なく発揮することを期待する。」と訓示。参加した団員
たちは、防火・防災への決意を新たにしました。
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問い合わせ　商工観光課　☎ 32 － 2511

※クーポン券が届いていない方や、ご使用に関してご不明点などございましたら下記までご連絡ください。

　村では、昨年 12月に燃料価格高騰対策として、燃料購入時の費用を支援する「燃料高騰対策支援クーポ
ン券」を各世帯に郵送しました。
　このクーポン券は令和６年２月 29日（木）を過ぎると使用できませんので、期限内にご活用ください。

使用期限：令和６年２月２９日（木）
クーポン券の種類 取扱店

燃料高騰対策支援クーポン券

〇 ( 株 )JA 会津よつば総合サービス北塩原村給油所
〇 ( 有 ) 遠藤商店アポロ裏磐梯給油所
〇 ( 有 ) 佐藤商店 ENEOS 磐梯高原給油所

「燃料高騰対策支援クーポン券」について

　今回は世界の面白い税金についてご紹介します。
　それぞれの税金の内容や背景を知ることで、各国の文化の違いやさまざまな事情を垣間見ることができ
ます。

　以上、世界の面白い税金の一部を紹介しました。他にも面白い税金が多くありますので興味のある方は
ぜひ調べてみてください。

　渋滞税は、イギリスのロンドンで
2003 年に導入された税金です。渋滞
の緩和や大気汚染の解消などを目的に
導入されました。その内容は、決めら
れた時間に決められた区域を走行する
車に対して、税金を課すというもの
です。導入した翌年には、渋滞が約
30％減少しました。

　ヨーロッパの中央にあるハンガリーで2011年に導入
された税金です。国民の健康維持が目的とされました。
しかし、ヨーロッパという土地柄、税金のかからない近
隣諸国に買いに行く人が多く、あまり効果がなく廃止さ
れました。
　また、似た税金として、脂肪分を含むバターやチーズ
などが対象となるデンマークの「脂肪税」やアメリカの
一部の州で導入されている「ソーダ税」などもあります。

　人に対して住民税が課せられるように、ドイツ、オーストリア、オランダ、フィンランドなど、ヨー
ロッパの国々では犬に対して税金が課せられます。
　税収は、街に備えられている犬のフンを始末するためのエチケット袋の代金や、街頭の清掃費用に
充てられます。
　税金を課すことで安易に犬を飼い、放棄したり虐待したりといった問題を防ぎ、飼い主に責任を自
覚させるという役割もあるようです。

渋滞税 ポテトチップス税

犬　税

※このクーポン券は令和５年 10月 31日時点の住民登録者を対象としています。
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地域の笑顔を守る「
北塩原村消防団」

▲�冬期間は村内の除雪を行う佐藤さん
　安全な暮らしを守ります

▲�第三分団訓練部長として
　先導に立ち訓練活動を行う

　桧原地区を管轄する第三分団の訓練部長を務める佐藤さん。村スポーツ推進委員としても、生涯スポーツの推
進に活躍されており、「ともさん」の愛称でも親しまれています。入団のきっかけや、昨年の豪雨災害時の活動
についてお話を伺いました。

○入団のきっかけを教えてください
（佐藤さん）
　高校卒業後、入団の勧誘を受けました。「地元に貢献したい。自分の住む村は、自分たちで守りたい。」その使
命感から入団に至りました。

File No ３ 佐
さ と う

藤　智
ともゆき

之さん　（第三分団訓練部長・40 代）

○昨年の 8 月豪雨ではどのような災害対応を行いましたか
（佐藤さん）
　第三分団で管轄する桧原・金山・早稲沢地区のパトロールを行い、浸水危険箇所に土のうを設置するなど、被
害拡大を防ぐための活動を行いました。
　しかし、冠水による通行止めや想定外の事態も発生し、人手不足をとても感じました。

○消防団活動を通じて感じたことを教えてください
（佐藤さん）
　近年は自然災害が頻発し、また規模が大きくなっており、現在の団員数では地域を守り切ることができないか
もしれません。大変なこともありますが、それ以上に得られるものもあります。
　災害対応や訓練を行う中で、他分団との団員とも交流を深めることができたほか、団員同士がまとまり、大切
な仲間や地域の繋がりができました。それはかけがえのない私の財産です。皆さんの入団をお待ちしています。

459

2

北山漆薬師 柏木城跡

桜峠

雄国沼

五色沼
湖沼群

秋元湖

小野川湖

曽原湖

小野川不動滝

桧原湖
　磐梯山の噴火によって形成された日本一の火
山性堰止湖で、長さは約 10キロ、湖岸線は約
37キロもあります。
　村の観光拠点となっており、湖面に厚い氷が
張る 1月中旬～ 3月中旬は氷上でのワカサギ
釣りが楽しめます。
　グリーンシーズンや紅葉の時期は、カヌー・
カヤックで湖上からの景色を眺めたり、湖をな
ぞるようにサイクリングしたりなど、一年を通
して楽しみ方いっぱいです！

表紙（桧原湖を描いてみよう）の答え
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教育課 ☎23-5237
公民館 ☎23-5236生涯学習だより

今後の公民館関連事業のお知らせ ※予定が変更となる場合がありますのでご了承願います。

①少年少女スキー教室
　日時：１月20日(土)
　場所：裏磐梯スキー場

②「思春期保健講座」
　日時：２月16日（金）
　場所：第一中学校

縄
なわ

綯
な

いワークショップを開催しました
　12月３日 ( 日 ) に生涯学習センターで縄綯いワークショップ
を開催しました。昔、冬の手仕事である縄綯いは、子どもたちの
仕事でもあったそうです。
　今回は、大塩長寿会の皆さんに藁をやわらかくする方法や、縄
綯いのやり方を教えていただきました。
　参加者は初めての縄綯いに戸惑いながらも挑戦し、最後はきれ
いなリース飾りを仕上げていました。
　ワークショップの後のおしゃべり会では、リース飾りの出来栄
えを見せ合ったり、長寿会の方から昔のお話を聞いたりして、交
流を深めていました。

冬のイルミネーション

　今年も大翔会さんが生涯学習センターグラウンドにイルミ
ネーションを設置してくださいました。
　今年は木の枝や幹に沿って、青を基調とした電球が取り付
けられていて、繊細な雰囲気のイルミネーションでした。
　来年も楽しみです。

小沼組絵図が修復されました
　5月から修復のため村外に搬出
されていた、村指定文化財「耶麻
郡小沼組絵図」が 12月 18日（月）
に戻ってきました。
　今回の作業では絵図全体に蓄積
された汚れやホコリを落とすとと
もに、折れやシワ、つなぎ目を可
能な限り修復しました。　
　装いについては絵図の観賞に配
慮した青系色（納戸色）の装丁に
変更し、仕上がりのバランスも絵
図本体を裁断しない方法で適した
長さに調整しました。
　保管用品については、より良い

状態で長期間保管できるよう工夫された桐箱などをあつらえていただきました。
　修復を行った水戸市の泰清堂さまからは「シワやつなぎ目、そして絵図のバランスがくずれないように修
復するのは大変でしたが無事に仕上がりました。江戸時代の村の様子が分かる貴重な絵図だと思いますので、
これからも大事に扱っていただければと思います。」とコメントをいただきました。
　今後は絵図を次の世代へ良い状態で引き継いでいくため、保管の方法や展示について文化財保護審議会な
どの場で検討していくことになります。
　※�修復の過程については、「小沼組絵図かわら版」を生涯学習センターに掲示していますのでご覧ください。
　　（村ホームページにも掲載しています。）
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教育課 ☎23-5237
公民館 ☎23-5236生涯学習だより

家庭教育支援事業を実施しました

　授業参観に合わせて子育て講座を実施しました。講師に e‐
ネットキャラバンより諏江正義さんをお招きし、インターネット
に潜む危険やインターネットの適切な使い方などについて教えて
いただきました。
　質疑応答の時間には、保護者からたくさんの質問が出され活気
ある講座となりました。

【子育て講座】12 月 1 日 ( 金 ) 裏磐梯小学校

　授業参観に合わせて保健講座を実施しました。講師にトップア
スリートであり、合同会社 IIIF の代表でもある田母神一喜さんを
お招きし、「夢の持ち方」という題でご講演をいただきました。
　新しいことに挑戦する勇気を持って、楽しいと思えることをた
くさん見付けてほしいというメッセージが込められたお話を、参
加者は熱心に聞き入っていました。

【保健講座】12 月 11 日 ( 月 ) 裏磐梯中学校

親子クッキング！を開催しました

　12月２日 ( 土 ) に保健センターで親子クッキング！を開催し
ました。
　講師に室井つな子さんをお招きし、米粉で作るクリスマス献立
として「パンプキン米粉ニョッキのごちそうシチュー」と「米粉
ソースの米粉クレープ」の作り方を教えていただきました。
　参加した子どもたちは、食材を切ったり、生地をこねたりとお
うちの方と一緒に楽しく調理していました。

ボルダリングにチャレンジ！
　12月 26日 ( 火 )、裏磐梯地区にあるクライミングジムハレ
ロックでボルダリング体験教室を行いました。
　４年生から６年生の子どもたちが、インストラクターの方か
らの指導を受けながら、カラフルなホールドがついたクライミ
ングウォールを登りました。
　子どもたちは休憩時間も忘れて夢中でチャレンジし、楽しい
時間を過ごしていました。

「村民作品展覧会」盛会のうちに終了しました

　短歌や編み細工、絵画、書道など、村民の方の作品を、さくら・
裏磐梯各文化祭から引き続き「村民作品展覧会」として生涯学習
センターで展示していました。
　生涯学習センターを訪れた方は、展示作品を興味深く鑑賞して
いました。
　今回作品を提供いただきました皆さま、ありがとうございまし
た。
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～子宮頸がんは予防接種と検診で予防できます。～
　子宮頸がんは、女性の子宮頸部（子宮の入り口）にできるがんのことです。
　早期に発見されれば、治療により比較的治りやすいがんとされていますが、ごく早期のものを除いて
子宮の摘出が必要となることがあります。

実際に子宮頸がんワクチンを接種した方（20代女性）にインタビューしてみ
ました。

Q １：�予防接種しようとしたきっかけを教えてください。
A１：�定期予防接種なので、周りも当たり前に接種していたので親と一緒に病

院へ行き接種しました。
Q ２：�接種してみての感想を教えてください。
A２：�子宮頸がんのリスクを減らせたので安心しています。今は２年に１回の

定期検診を受けています。

子宮頸がん予防ワクチン（HPVワクチン）

〇対象者
　①小学校６年～高校１年相当の女子
　②キャッチアップ世代の方
　　�平成９年度生まれ～平成18 年度生まれ（誕生
日が 1997 年 4月 2日～2007 年 4月1日）
の女性の中で、定期接種の対象年齢（小学校
６年～高校１年相当）の間に接種を逃した方

〇接種期間
　①高校１年生の年度末まで
　②令和７年３月末まで
　※�接種期間を逃してしまう
と約９万円が自己負担と
なります。

〇費用
　�無料
　※�予診票が必要に
なりますので紛
失の方は保健セ
ンターへご連絡
ください。

ワクチン接種で予防し、20歳を迎えたら定期検診で子宮頸がんから身を守りましょう。
この機会にご家族で予防接種、検診について話し合ってみてください。
詳細は厚生労働省のホームページをご覧ください。⇒

〇対 象 者　�20 歳以上の偶数年齢の女性又は、奇数年齢で昨年度未受診者（令和６年３月31日時点の年齢）
〇費　　用　�１，０００円（受診券が必要です。必要な方はご連絡ください。）
〇受診期間　令和６年２月 26 日まで

子宮頸がん検診

未来の自分に、い
・ ・

まできること

�子宮頸がん予防ワクチンは３種類あり、９価ワクチンは原因の 80～ 90％を防ぐことができます。

予防が大事
　子宮頸がんで苦しまないため
にできることは、ワクチン接種

でHPVの感染を予防すること
と、子宮頸がん検診で早期発見・
治療につなげることです。20
歳になったら２年に１回、検診

を受診しましょう。
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今回は彩りキレイで簡単おいしい！
野菜がたくさん食べられるレシピをご紹介します♪

作り方

①�まいたけは食べやすい大きさにほぐす。パプリ
カ、れんこん、かぼちゃは 5㎜幅にスライスす
る。水菜は 3㎝に切る。
②�ボウルに★の調味料を混ぜ合わせる。
③�フライパンにオリーブオイルをひき、まいたけ、
パプリカ、れんこん、かぼちゃを入れ、焼き
色が付く程度まで焼き、②のドレッシングに加
える。
④食べる前に③に水菜を加えて、よく和える。

※調味料はお家にあるドレッシングでもOKです。
※�水菜をレタスやベビーリーフなどに代えたり、
アレンジして作ってみてください。

材料：4人分

・まいたけ������ １パック（100 ｇ）
・パプリカ�������� １個（130 ｇ）
・れんこん ������������ 100 ｇ

「焼き野菜サラダ」

冬野菜をおいしく食べよう！

「焼き野菜サラダ」

・かぼちゃ ������������ 100 ｇ
・水菜 ���������  1/2 束（100 ｇ）
・オリーブオイル��������小さじ２
★レモン汁または酢����大さじ１と 1/3
★塩��������������小さじ１
★コショウ�������������少々
★オリーブオイル��������大さじ２

2024 年頭のご挨拶

　あけましておめでとうございます。今年も何卒よろしくお願いします。
　昨年は、新型コロナ感染症の拡大も一段落し、ワクチンの効果のためか重症患者も少ないよ
うで、日常生活が戻ってきました。しかし、当院ではインフルエンザ患者が増えています。従
来の感染対策が有効ですので、村民の皆様も手洗い、うがい、マスク着用等の対応をお願いす
る所存です。
　物価の上昇が大きかったここ１年でした。暖房が必須の当村では、特に燃料費の高騰は、困っ
たことです。話は脱線しますが、筆者の見方では日本もようやくデフレから脱却し、インフレ
の世界に変わったと認識しています。インフレは現金の価値が低下します（物価上昇のため）。
それは銀行預金のみでは物価上昇分に追いつけない、「つまり損する」　ということを意味しま
す。今年から新NISAが始まります。投資というと大げさですが、それを活用し、インフレに
負けぬよう生活防衛を行う事をお勧めします。本年は、景気が回復し、賃金が改善し、物価上
昇に打ち勝つことができるように期待してやみません。
　今年は辰年です。辰年は陽の気が動いて万物が振動するので、活力旺盛になって大きく成長
し、形がととのう年だといわれています。本年も皆様にとって良い年であることを願ってご挨
拶とさせていただきます。

問い合わせ　南東北裏磐梯診療所　☎ 32-2009

南東北裏磐梯・桧原診療所

所長　荒川　真之
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せ

　

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

　

☎
０
２
４
１（
27
）３
２
２
１

お
知
ら
せ
・
募
集

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

�

個
別
進
路
相
談
会　

今
月
の
予
定

休　日　当　番　医

第 二 次 救 急 当 番 医

戸　籍　の　窓　口

令和6年1月1日現在の人口
●男1,228人　	 ●女1,199人
●計2,427人（前月比＋9）（外国人含む）
●転入19　　　	 ●転出6
●出生1　　　　	●死亡5
●世帯数 1,084（前月比＋12）

１月14日（日）　鳴瀬病院����������� ☎24-3333
１月21日（日）　福田耳鼻咽喉科醫院������ ☎24-4187
１月28日（日）　みつはし医院��������� ☎21-1311
２月４日（日）　山田産婦人科医院������� ☎22-3032

第 2次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必要とする重
症患者の救急医療体制です。
１月14日（日）　佐原病院����������� ☎22-5321
１月21日（日）　有隣病院����������� ☎24-5021
１月28日（日）　佐原病院����������� ☎22-5321
２月４日（日）　有隣病院����������� ☎24-5021

・佐　野　雅　子〈100 歳〉（富士夫・母）秋元
・五十嵐　ナツエ〈102 歳〉（ 義春 ・母）大久保
・有　働　つき子〈 91 歳〉（ 隆 ・母）金山
・松　本　朋　子〈 91 歳〉（ 和広 ・母）金山
・加　勢　寅　彦〈 90 歳〉（ 良彦 ・父）北山二区

村
税
等
の
納
入
は
簡
単
・
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

【
納　
　

税
】

・
固
定
資
産
税
（
４
期
分
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
６
期
分
）

・
介
護
保
険
料
（
６
期
分
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

�

（
６
期
分
）

・
住
宅
使
用
料
（
１
月
分
）

・
上
下
水
道
使
用
料
（
12
月
分
）

【
行
政
相
談
】

　

行
政
相
談
で
は
、
国
・
県
・
市

町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受

け
付
け
、
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

【
今
月
の
行
政
相
談
】

○
月
日　

１
月
25
日
（
木
）

○
時
間　

午
前
９
時
30
分

�

～
11
時
30
分

○
場
所　

桧
原
出
張
所
（
桧
原
）

○
行
政
相
談
委
員　

髙
橋　

光
秋

○
問
い
合
わ
せ　

総
務
企
画
課

☎（
23
）３
１
１
１

　

今
春
４
月
の
入
学
生
（
一
般
、
社

会
人
）
を
募
集
し
ま
す
。

○
試
験
日
程　

２
月
14
日
（
水
）

○
出
願
期
間

　

１
月
31
日（
水
）～
２
月
７
日（
水
）

○
申
込
方
法
な
ど

　

受
験
申
込
書(

入
学
願
書)

な
ど

は
、
喜
多
方
准
看
護
高
等
専
修
学
校

喜
多
方
准
看
護
高
等
専
修
学
校

令
和
６
年
度
生
徒
募
集
（
Ⅱ
期
）

ご 結 婚 お め で と う ！

関口　隆志（喜多方市）
鈴木　　楓（松陽台）

お 悔 や み 申 し 上 げ ま す
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文　

芸　

の　

ひ　

ろ　

ば

北
塩
原
短
歌
会

白
百
合
俳
句
会

自
販
機
の
新
酒
ば
か
り
の
酒
場
か
な　
　

�

鈴
木　

隆
一
郎

我
が
影
と
二
人
三
脚
冬
日
和　
　

�

佐
藤　

信
子

玉
子
焼
ふ
っ
く
ら
と
焼
け
今
朝
の
冬　
　

�

中
川　

幸
恵

�

桧
原　

佐
々
木　

キ
ミ
子

温
暖
化　

雪
が
解
け
て
は　

困
る
人　

老
婦
の
私　

助
か
る
我
が
身

�

北
山　

武
藤　

敏
子

朝
霧
に　

日
射
し
粉
れ
る　

通
学
路　

歩
く
子
供
等　

天
使
の
如
し

�

　
　
　

北
山　

佐
藤　

裕
子

よ
う
や
く
に　

冬
仕
度
も
終
え　

ゆ
っ
く
り
と　

こ
た
つ
の
温
も
り　

心
癒
さ
る

�

大
塩　

鈴
木　

み
ち
子

混
声
の　

歌
声
響
く　

文
化
祭　

澄
ん
だ
音
色
に　

心
洗
わ
る

�

大
塩　

鈴
木　

タ
ケ
子

母
の
里　

視
覚
も
嗅
覚
も　

冴
え
渡
り　

母
も
連
れ
て
る　

泣
き
べ
そ
な
肩

�

大
塩　

五
十
嵐　

良
子

や
っ
て
来
た　

師
走
の
風
の　

冷
め
た
さ
が　

か
ら
す
の
声
も　

震
え
て
聞
こ
ゆ

�

大
塩　

高
橋　

み
す
江

飯
舘
の　

ト
キ
の
舞
う
村　

道
の
駅　

子
供
の
懐
か
し　

思
い
出
の
風
景

�

大
塩　

赤
城　

セ
イ
子

冬
の
女
神　

ト
ラ
ク
タ
ー
は　

神
機
な
り　

除
雪
で
働
く　

夫
を
見
上
げ
つ

�

下
川
前　

赤
城　

弘
美

花
の
種　

来
春
用
に　

取
り
分
け
て　

色
・
名
を
記
す　

小
春
日
和
に

村内の空間放射線量の
測定値について（令和 5年 12 月）

※測定方法：リアルタイム線量システム
※単　　位：マイクロシーベルト

【教育委員会教育班】電話（23）5237

【住民課生活班】電話（23）3113

　　地区別

測定日　　
北山地区

（役場本庁前）
大塩地区

（活性化センター前）
桧原地区

（桧原出張所前）
裏磐梯地区

（裏磐梯合庁前）

12月15日 0.052 0.082 0.086 0.053
12月 1日 0.045 0.070 0.066 0.029

　　学校別

測定日　　
さくら
幼稚園

裏磐梯
幼稚園

さくら
小学校

裏磐梯
小学校

第　一
中学校

裏磐梯
中学校

12月15日 0.074 0.082 0.098 0.066 0.102 0.106
12月 1日 0.078 0.057 0.087 0.041 0.095 0.063

●福島県放射能測定マップ（県ホームページ）で詳細なデータを確認することができます。
　 福島県放射能測定マップ  で検索　　https://fukushima-radioactivity.jp/pc/

　

う
つ
状
態
、
ひ
き
こ
も
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
な
ど
、
精
神

的
な
悩
み
を
持
つ
方
や
そ
の
家

族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
匿
名

で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

○
月
日　

１
月
16
日
（
火
）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

う
つ
病
家
族
教
室

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

精
神
科
医
療
機
関
で
う
つ
病

と
診
断
さ
れ
た
方
の
家
族
の
た

め
の
交
流
と
学
習
の
場
で
す
。

○
月
日　

１
月
19
日
（
金
）

○
問
い
合
わ
せ

　

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
０
２
４
２（
29
）５
２
７
５

税
務
署
の
申
告
書
作
成
会
場
に
つ
い
て

○
開
設
場
所　

喜
多
方
税
務
署

○
開
設
期
間

　

２
月
16
日（
金
）～
３
月
15
日（
金
）

　

※
土
、
日
、
祝
日
等
を
除
く

○
開
設
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

会
場
開
設
前
は
、
申
告
書
作
成
会

場
を
設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
会
場
開
設
期
間
中
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

申
告
書
作
成
会
場
へ
の
入
場
に
つ
い
て

　

申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
緩
和
の

た
め
、
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場

整
理
券
」
が
必
要
で
す
。「
入
場
整

理
券
」
は
、
当
日
配
布
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
よ
る
事
前
発
行
が
あ
り
ま
す
。

※�

配
布
方
法
の
詳
細
は
、
別
途
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

喜
多
方
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ま
た
は
、
本
校(

ア
イ
デ
ミ
き
た
か

た
２
階)
で
直
接
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
入
学
願
書
・
受
験
票
な

ど
の
提
出
は
、
本
校
へ
持
参
、
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
験
資
格
、
試
験
内
容
な
ど
、
詳

し
く
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　

喜
多
方
准
看
護
高
等
専
修
学
校

　

☎
０
２
４
１(

22)

１
２
１
９

※�「
入
場
整
理
券
」の
配
布
状
況
に
応

じ
て
、
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　

喜
多
方
税
務
署

　

☎
０
２
４
１（
24
）５
０
５
０

　
（�

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
、「
２

番
」を
お
選
び
く
だ
さ
い
。）
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　皆さん、新年明けましておめでとうございます！協力隊の金です。
　いよいよ 2024 年の幕開けです。皆さんはどんなお正月を過ごしましたか？
　年始めのジオ通信は辰年にちなんだお話です。辰年の辰は竜（龍）、すなわちドラゴンを意味しますが、
古代中国では水や海の神として祀られていたそうです。竜巻や雷などの象徴でもありますが、「竜が現れると、
めでたいことが起きる」という言い伝えもあるそうです。
　そんな竜の名前が付いている身近なジオサイトといえば、五色沼湖沼群の一つである竜沼（たつぬま）で
す。名前の由来は諸説ありますが、一説には沼の形が竜に見えることからその名前が付いたそうです。その
他に、近くには小さい滝があり、元々「滝」沼と
呼んでいたのが、時が経ち「氵」が省略され竜沼
になったという説もあります。
　また、グリーンシーズンは木々が多く見えにく
いこともありますが、冬になると落葉した木々の
間から沼を望むことができます。小さいながらほ
ぼ凍ることのない竜沼に足を運んでみてはいかが
でしょうか？
　2011 年の兎年に誕生した磐梯山ジオパーク
も、2度目の辰年を迎え、村民の皆様と共にレベ
ルアップしていけるよう頑張って参りますので、
今後ともよろしくお願いいたします。

編集
発行
印刷

北塩原村役場
総務企画課

三洋印刷株式会社

〒966-0485　福島県耶麻郡北塩原村大字北山字姥ヶ作3151番地　☎0241(23)3111　Fax0241(25)7358
ホームページアドレス●https://www.vill.kitashiobara.fukushima.jp　メールアドレス●info@vill.kitashiobara.fukushima.jp

裏磐梯ビジターセンター通信裏磐梯ビジターセンター通信
裏磐梯ビジターセンター　☎ 32-2850

雪がボサボサ降る？ザケ雪？？

vol.157
～辰年にちなんだジオサイト～

　裏磐梯に移り住んでから 7回目の冬を迎えたスタッフTです。
　冬の日常会話にたびたび登場する「雪がボサボサ降る」「雪がザケる」という言葉。会
津地域 *の方々にとって特別な言葉ではないかもしれませんが ... わたし個人は初めて耳
にした際はびっくりしましたので、ここで紹介いたします。　　　　　　　
　会津地域出身の方に何名か伺ったところ「雪がボサボサ降る」は気温が高い時に降る大
粒の雪を指し、「雪がザケる（ザケ雪）」は気温
が上がって足元の雪が解けてきた際に使う言葉
と説明して頂きました。
　どちらの言葉も雪の状態に対する関心が高く、
積雪量が多い地域ならではの表現だと感じます。
　ぜひ、他の地域にお住まいの方と雪に関する
会話をした際の話題にしてみてください。

*スタッフT調べ
「ザケ雪」「雪がボサボサ降る」を使用する地域
北塩原村・会津若松市・喜多方市・猪苗代町


